
梶
田
進
議
員
は
、
３
月
９
日
、
日
本
共
産
党
議

員
団
を
代
表
し
て
町
政
に
関
す
る
代
表
質
問
を
行

い
、
平
成
23
年
度
予
算
に
関
連
し
て
、
転
車
台
周

辺
土
地
の
利
用
、
ゴ
ミ
処
理
の
広
域
化
問
題
な
ど

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
町
当
局
の
見
解
を
た
だ

し
ま
し
た
。

１
９
４
６
年
（
昭
21
）
生
ま
れ

65
歳

１
９
６
１
年

常
滑
市
立
小
鈴
谷

中
学
校
（
現
南
陵
中
学
校
）
卒

業
後
、
日
本
ガ
イ
シ
（
株
）
産

業
訓
練
学
校
入
社
。

１
９
６
５
年

日
本
ガ
イ
シ
（
株
）

知
多
製
造
所
勤
務
。

１
９
９
５
年

国
延
昶
一
さ
ん
の

後
を
受
け
継
ぎ
、
町
議
会
議
員

に
初
当
選
。

こ
の
間
、
決
算
特
別
委
員
長
、

産
業
建
設
委
員
会
副
委
員
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
住
民
要

求
と
町
政
の
刷
新
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
４
期
目
。

２
０
０
６
年

日
本
ガ
イ
シ
（
株
）

を
定
年
退
職
。

２
０
１
０
年

原
水
爆
禁
止
知
多

地
域
協
議
会
事
務
局
長
に
就
任
。

核
兵
器
な
く
せ
、
平
和
運
動
に

全
力
投
球
し
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

家

族

義
父
母
・
妻
・
娘
と
５

人
暮
ら
し
。

趣

味

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
等

の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
。

現
住
所

武
豊
町
字
白
山
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梶
田
進
議
員
質
問

衣
浦
港

３
号
地
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

整
備
に
伴
う
地
元
対
策
と
し
て
、

転
車
台
周
辺
の
土
地
が
購
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
で
は
ま
と
ま
っ
た
広
さ
の

土
地
が
な
く
、
利
用
方
法
に
大
き

な
関
心
が
あ
り
ま
す
。

土
地
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
は
。

答

町
長

利
用
方
法
に
つ

い
て
は
３
つ
の
機
能
を
考
え
て
い

ま
す
。

１
つ
目
は
、
み
そ
蔵
や
転
車
台

に
近
接
し
、
国
道
２
４
７
号
、
臨

港
道
路
に
接
し
た
地
の
利
を
生
か

し
た
産
業
・
観
光
拠
点
施
設
と
し

て
の
機
能
。

２
つ
目
は
、
町
の
伝
統
的
地
場

産
業
や
工
業
振
興
、
新
た
な
観
光

開
発
、
さ
ら
に
地
域
産
業
品
の
流

通
に
資
す
る
こ
と
。
地
域
の
み
な

さ
ん
が
集
い
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
つ
く
り
等

に
資
す
る
多
目
的
広
場
と
し
て
の

機
能
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

施
設
つ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
臨
港
道
路
を
通
行

す
る
産
業
廃
棄
物
運
搬
車
輌
の
環

境
負
荷
を
軽
減
す
る
緩
衝
帯
と
し

て
の
緑
地
機
能
で
あ
り
ま
す
。

梶
田
進
議
員
質
問

地
域
の

要
望
と
し
て
、
駐
車
場
整
備
、
多

目
的
広
場
・
芝
生
広
場
の
希
望
が

多
く
、
さ
ら
に
公
園
・
交
通
公
園
、

ス
ポ
ー
ツ
広
場
等
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
整
備

と
し
て
、
道
の
駅
、

環
境
の
町
と
し
て
太

陽
光
・
風
力
発
電
施

設
、
温
泉
施
設
、
Ｊ

Ｒ
武
豊
線
敷
設
記
念

資
料
館
等
々
設
置
の

提
案
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
計
画
段
階
か

ら
住
民
の
意
見
を
聞

き
、
住
民
要
望
の
実

現
に
努
力
し
て
も
ら

い
た
い
。

代表質問を行う梶田進議員（３月９日）

答

総
務
部
長

こ
れ
か
ら

基
本
設
計
を
つ
く
っ
て
い
く
の
で

要
望
を
集
約
し
、
整
理
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
枠
を
決
め
て
か
ら
み
な
さ
ん

の
意
見
を
反
映
で
き
る
か
考
え
た

い
。梶

田
進
議
員
質
問

半
田
土

地
開
発
公
社
か
ら
買
戻
し
す
る
以

前
に
、
一
部
仮
整
備
し
て
、
駐
車

場
な
ど
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

答

総
務
部
長

買
い
戻
し

し
て
所
有
権
を
得
た
後
、
使
用
可

能
で
す
。
た
だ
、
土
地
の
管
理
は
、

事
実
上
、
町
が
行
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
整
備

は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

知
多
南
部
ご
み
処
理
広
域
化

情
報
公
開
・
住
民
説
明
会
を

梶
田
進
議
員
質
問

昨
年
４

月
１
日
、
知
多
南
部
広
域
環
境
組

合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
情

報
公
開
、
住
民
説
明
会
の
開
催
を

求
め
て
き
ま
し
た
が
、
十
分
行
な

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

情
報
公
開
、
住
民
説
明
会
の
開
催

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

答

厚
生
部
長

住
民
説
明

会
に
つ
い
て
は
、
武
豊
町
の
単
独

事
業
で
は
な
く
、
２
市
３
町
で
進

め
て
い
る
事
業
な
の
で
、
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
の
内
容
と
し
て
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
知
ら
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

既
に
、
組
合
が
設
立
さ
れ
て
お

り
、
組
合
が
必
要
に
応
じ
て
、
対

応
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

梶
田
進
議
員
質
問

新
し
く

焼
却
施
設
が
建
設
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
半
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
の
土
地
が
一
般
廃
棄
物
で

埋
め
立
て
ら
れ
て
お
り
、
鉛
で
汚

染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
除

去
費
用
を
組
合
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
は
、
土
地
の
所
有
者
（
半

田
市
）
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
す

べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
温
水
プ
ー
ル
建
設
時
な
ど
に

困
ら
な
か
っ
た
」
「
法
律
の
改
正
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
が
あ
り
、

手
続
き
が
新
た
に
必
要
と
の
認
識

が
な
か
っ
た
」
か
ら
組
合
が
負
担

す
る
と
い
う
こ
と
は
納
得
で
き
な

い
。武

豊
町
は
約
１
千
１
百
万
円
の

負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
か
。

答

厚
生
部
長

組
合
議
会

の
指
示
、
管
理
者
の
指
示
の
下
に

統
一
し
た
資
料
、
統
一
し
た
日
程

で
、
今
後
、
説
明
を
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


